
｢スタートアップステーション･ジョージ山形｣

から始まる山形県のイノベーション



【産業労働部 中小企業振興課】

創業支援センター設置事業【新規】 34,686 千円

○ 創業希望者や県内で事業を起こそうと考えている若者、リスタートを目指す方々など、多様な人々の起業・創業を支援する

拠点を創設し、産・学・官・金等の関係機関が連携して、様々なビジネスアイディアを具体化することにより、県内での事業

創出や雇用拡大を促進する。

○ 霞城セントラル内（１Ｆ・２Ｆ）に、県内での起業・創業支援のワンストップ窓口と、

県内コワーキングスペースの中核的機能を有する「山形県創業支援センター(仮称)」を創設

目 的

事業内容

【２Ｆ】

・産業支援機関の支援を受けながら、創業希望者が有するアイディアを具体的な

ビジネスプランの形にし、事業を始める場

・コワーキングスペースネットワークの中核として、ビジネス情報の発信を行うと

ともに、県内外のコワーキングスペースに集まる人の相互交流を促し、新たな

ビジネスを構築する場

【１Ｆ】

・創業希望者が最初に訪問、相談する窓口で、相談内容や熟度に応じて各種支援機関

（行政、商工団体、金融機関、各コワーキングスペース等）への橋渡しを行う

・創業関連イベント、セミナー等の開催により県内外の起業家、ビジネスパーソン、

行政、研究機関、大学など様々な分野の「人」が交流し新たなビジネスチャンス

が生まれるオープンイノベーションの場

コワーキングスペースイメージ

セミナーイメージ

《機能イメージ》

令和３年度当初予算



【みらい企画創造部 ふるさと山形移住・定住推進課】

移住・関係人口創出拡大推進事業費 24,102千円

○ 新型コロナを機に地方への関心が高まる中、二地域居住、

ワーケーション、副業などの新しいニーズを取り込むため、

移住希望者の関心が高い「仕事」や「山形の魅力」等を

通じたアプローチにより、本県への移住・定住を推進する。

１ ｢Yamagata みらいコミュニティ(仮称)｣の設置･運営

1,364千円

本県の移住促進策を深掘りするとともに、二地域居住、

ワーケーション、副業も含めた「やまがた暮らし」全体に

ついて、関係者同士をつなぐリアル・オンラインのコミュ

ニティを創る。

２ 移住・定住促進策

（１）多様な移住形態の支援 ～やまがた移住アラカルト～

① プチ滞在等多様な滞在プログラムの実施 10,025千円

関係部局等と連携しつつ、様々な体験メニューの

提供による市町村と連携した滞在プログラムの実施

目 的

事業内容

② 副業人材活用による移住促進 8,789千円

県外人材を対象に県内企業等と副業をマッチング

また、応募者に対して、ふるさと山形移住･定住推進

センター（くらすべ山形）が移住に向けアプローチ

③ オンライン関係人口の創出 1,542千円

新たなビジネス機会創出等に向けたオンラインセミ

ナーや首都圏と本県を結んだコワーキングスペースを

活用したイベントの開催

（２）山形の魅力発信による移住促進

① 発信力の高い人に着目した山形の魅力発信 1,382千円

地域づくり実践者、地域密着系ユーチューバー等に

よる山形の魅力の継続発信

②「LINE」等を活用した移住情報の発信・相談 1,000千円

新たなビジネス機会を創出する
オンラインイベント

ジョージ・ヤマガタ氏 presents 
第１回オンラインセミナー

「山形 KAiGO*ILYou Revolution」
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ジョージ・ヤマガタ氏

山形県
スタートアップ

拠点

新結合!!



ジョージ・ヤマガタ presents オンラインセミナー
～令和２年度には３回実施！令和３年度には４月１日から毎週木曜日開催！～



ジョージ・ヤマガタ presents オンラインセミナー

※金融＆IT業界の情報サイト「グッドウェイ」開催レポートより



ジョージ・ヤマガタ presents オンラインセミナー 令和２年度第１回（令和2年11月16日）

テーマ 「KAiGO＊ILYou Revolution」

１ 登壇者

○ユビキタス医療介護製品と産業としての可能性について

・青山竜文 氏 （日本政策投資銀行 ヘルスケア室 室長）

・伊藤順哉 氏 （㈱つるかめ 代表取締役社長）

・峯啓真 氏 （㈱シェアメディカル 代表取締役CEO）

ファシリテーター：留目真伸 氏 （SUNDRED(株)代表取締役）

○「山形 KAiGO＊ILYou Revolution」の未来

・大森朝之氏 （財務省大臣官房文書課広報室長）

・マンジョット・ベティ氏 （㈱next is east代表取締役）

・三浦亮氏 （㈱LINK 代表取締役社長）

ファシリテーター：小林剛也 （山形県みらい企画創造部長）

２ 主な内容

◇ 介護・医療は永遠のテーマであり、ビジネスとしての

今後の成長領域として期待

◇ デジタル技術の活用等により、介護にかかわる人々の

負担を軽減しようとする先進的な取組を紹介

◇ そのような取組や医療関係の新製品とのコラボレー

ション、介護・医療の未来について活発に意見交換

３ 成果

◇ 当セミナーがきっかけとなり、登壇した県内介護事業者

の新たなサービスが地元テレビ局のニュースの特集で

取り上げられた

◇ 登壇した県内介護事業者と都内の医療スタートアップ

がつながり、新商品を使った介護サービスの提供を検討



ジョージ・ヤマガタ presents オンラインセミナー 令和２年度第２回（R3.2.5）令和３年度第１２回（R3.7.1）

テーマ 「クリエイティブ神財」

１ 主な登壇者

令和２年度 第２回

・小林舞香 氏 （画家、壁画師）

・KiNG 氏 （アーティスト、デザイナー、プロデューサー）

・野崎真志 氏 （映像作家、プロデューサー）

・富岡宏一郎 氏 （富岡本店）

令和3年度 第１２回

・髙橋駿斗 氏 （Enogg代表取締役） ほか所属アーティスト

・渡邊秀賢 氏 （NPO法人かみのやまランドバンク理事長）

・泉虎吉 氏 （テクニカルアーティスト）

２ 主な内容

令和２年度 第２回（山形市）

◇ 「地方」「都会」という二項対立を超え、より普遍的な意

味を持つ「場所（トポス）」とアート、イノベーションの関係

令和３年度 第１２回（上山市）

◇ 創作活動の場としての山形の可能性

◇ 山形で制作活動ができる場所について

３ 成果

◇ 上山市での当セミナー開催後、登壇者であるアート

作品の展示等を行うスタートアップとかみのやまランドバ

ンクが、展示場所の提供について合意

◇ セミナー開催から約２週間後には、上山駅前のコワー

キングスペース併設の場所で、アート作品の展示や創作

を行うイベントを開催



ジョージ・ヤマガタ presents オンラインセミナー 令和２年度第３回（R3.3.18）令和３年度第１回（4/1）第１５回（7/29）

テーマ 「Show Night Hammer 釣りケーション」

１ 主な登壇者

・中川めぐみ 氏 （一般社団法人ウオー代表理事）

・松並三男 氏 （鮭川村地域おこし協力隊）

・尹聖玲 氏 （㈱ANA総合研究所「元気な日本」創生事業部）

・銭本慧 氏 （合同会社フラットアワー代表）

・八木健介 氏 （㈱つり人社編集部マネージャー）

・阿部信彦 氏 （県水産研究所所長）

２ 主な内容

◇ 庄内浜の釣り文化を背景に県が提案し、鶴岡市由良

地区で検討が始まったワーケーション「庄内浜釣りケー

ション」の進め方について、釣り、交通、水産の専門家

を交えて意見交換

◇ 庄内浜全体への拡大、釣りケーションの魅力発信の

方法について幅広く議論

３ 成果

◇ 一部の地域から始まった取組みが、このセミナーでの

議論を経て、庄内総合支庁を中心に庄内２市３町、ANA

などの交通事業者との連携による実証事業へ

◇ 登壇した松並氏の鮭の資源保護活動にスポットを当て

て、鮭川村において今月「さけがわサーモン月間」を開催。

オンラインセミナーをジョージ・ヤマガタセミナーと共催し、

幅広い会員に周知



庄内浜釣りケーション 公式ポータルサイト https://shonai-tsurication.jp/



由良地区 釣りケーション モニターイベント



日本で唯一、自治体名に「鮭」の名が入る鮭川村。
その名前の由来となった村の中心部を流れる鮭が上る清流「鮭川」
縄文時代から鮭を食べてきた歴史と、今も残る保存食「鮭の新切り（ようのじんぎり）」
海から60㎞の雪深い内陸にて、鮭を増やす人工孵化のために今も鮭の採捕が行われている。
市場が養殖鮭に入れ替わってから約30年たった今、この地に鮭が上ることにどんな意味があるのだろうか。
内陸にある鮭の現場から、鮭について考える1か月

2021年11月
鮭漁の現場から、鮭について考える1か月

さけがわ
サーモン
月間

鮭が上る川を、次の世代へ。 鮭情報はこちらから
“Salmon River Yamagata”

Instagram Facebook

主催：鮭川村 鮭川村地域おこし協力隊 共催：山形県 協力：サーモンロードの会 最上漁業協同組合









■霞城セントラルはあらゆるビジネス⽀援の拠点︕︕

○山形大学
・EDGE-NEXT

○山形駅

○東北芸術工科大学
・I-To Lab.



「スタートアップステーション・ジョージ山形」

霞城セントラルに１１月１８日（木）オープン!!

◆スタートアップ相談窓口
◆県内と常時つながれた
コワーキングスペース

◆多様な人材の交流の場
機
能

スタートアップ（起業）したい若者、リスタートを目指す方々など、多様な形のスタートアップを支援する拠点を創設し、ビジ

ネスアイディアの具体化を支援することにより、県内での事業創出や雇用の拡大を図る。

○名 称：スタートアップステーション・ジョージ山形
（霞城セントラル２階）

○開 所 日：令和３年11月18日(木) グランドオープン

※プレオープン ：11/11(木)～11/17(水) 無料開放

報道機関内覧日：11/11(木)～11/12(金)
時間は14:00～（両日とも）

○営業時間：月 ～ 金 午前9時～午後8時
土 、 日 午前9時～午後6時

○休 館 日：祝祭日、年末年始

○利用料金：

施設概要

会員区分 金 額

ドロップイン（日会員） 500円／日

月会員 3,000円／月

半年会員 16,000円

年会員 30,000円

法人・団体会員 50,000円／年

バーチャルオフィス会員 15,000円／月

○席数

最大50席

○ミーティングルーム

3部屋（有料）

内装（デザイン）







「スタートアップステーション・

ジョージ山形」から

山形の新結合が始まる！


